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活動概要

取組の概要
　耕作放棄地を利用し、太陽光発電とその設備下で不耕起栽培
による営農をすることで、CO₂の吸収、土中炭素量増加、雇用
の創出にも貢献している。化学肥料・農薬を使用せず、農機具
はBDFや太陽光発電による電力を使用している。

気候変動対策としての貢献度
　7年間で3MWの設備を設置して当エリア内の電気に関して
は100％の再エネ化を実現できた。また、災害停電時の電力供
給協定を匝瑳市と締結し、無料で地域住人に再エネ電力を提供
している。「農業」と「発電」で土地を活用することで経済密度
を高め、経済合理性を導き出し持続可能な経済自立性を確立し
た、全国に波及する地域モデルを構築している。

期待される波及効果
　匝瑳市の人口減少率は、現在も歯止めがかかっていないが、
当地事例が取り上げられるなどソーラーシェアリングのメッカと
して注目が高まってきており、当豊和地区に関して言えば、この
7年間で多くの新規住人を受け入れ雇用を創出してきた。

ェシーラーソの町富新県崎宮な名有で築構』ーレバリグア『、たま
アリング導入プロジェクトをはじめとして、その他複数の地域深
耕型ソーラーシェアリング導入にかかわっております。

刷新的要素
　再エネ・有機農業・雇用・人口減少などを別々・単体の問題
としてとらえるのではなく、全てを繋がった問題として捉えて解
決を進めており、地域事例として全国の模範となるべくありとあ
らゆる角度から環境に配慮した活動を実施している。また、発
電事業者やステークホルダーだけが利益を得るのではなく、農
村経営全体からの視点で未来的で希望あるインフラ事業として
地域モデルを構築している。

今後の計画、持続的な展開の展望
　【地域内再エネ電力供給網の構築】
　経産省のマイクログリッド事業に採択され、共同申請者であ
るエネオスホールディングス㈱と協力して、まずは非常時の地域
内の再エネ電力網を構築。今後は通常時も含めた地域内電力網
を構築していく予定。エリア内だけでなく匝瑳市全体としての再
エネと食料自給率100％実現する。

環境負荷最小の再エネ【ソーラーシェアリング】と有機農業の融合による地域再生

緩和・適応分野

都市と農村を繋ぐソーラーシェアリング収穫祭

不耕起＆有機栽培の麦収穫⇒六次化 /雇用創出


